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肉
用
鶏
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
対
応
に
つ
い
て

　
Ｗ
Ｏ
Ａ
Ｈ
コ
ー
ド
改
正
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
な
ど

㈱
イ
シ
イ
代
表
取
締
役
社
長

竹
内 

正
博

Topics

化
場
に
お
け
る
雛
の
取
扱
い
手
法
に
つ
い

て
『
あ
る
べ
き
姿
』
を
掲
げ
る
べ
く
、
国

内
外
の
最
新
情
報
を
収
集
し
、
専
門
家
の

知
見
も
得
な
が
ら
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
時
点
に
お
い
て

は『
ガ
ス
を
用
い
た
安
楽
死
手
法
』が
も
っ

と
も
ふ
さ
わ
し
い
と
の
結
論
に
至
り
、
こ

れ
を
国
内
ふ
化
場
に
む
け
て
推
奨
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ

こ
に
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、当
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
御
参
照
の
上
、

ふ
化
場
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
お
よ

び
そ
の
要
件
を
満
た
す
手
法
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
各
ふ
化
場
の
実
情
に
あ
わ
せ

て
同
様
の
装
置
の
実
装
に
取
組
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

２
．
安
楽
死
に
関
す
る
技
術
的
な  

指
針
の
推
奨

　

２
０
２
４
年
３
月
に
発
行
さ
れ
た
「
ふ

化
場
に
お
け
る
Ａ
Ｗ
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
で
、
一
般
社
団
法
人
日
本
種
鶏
孵
卵

協
会
は
雛
の
安
楽
死
に
関
す
る
手
法
を
推

奨
し
て
い
る
。
肉
用
鶏
ふ
化
場
で
は
安
楽

死
す
る
雛
は
少
な
い
が
、
採
卵
鶏
ふ
化
場

で
は
安
楽
死
す
る
雛
が
非
常
に
多
く
な

る
。
理
由
は
雄
、
雛
を
全
量
安
楽
死
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
次
の
よ
う
に
雛

の
安
楽
死
の
推
奨
方
法
と
装
置
の
実
装
取

組
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
一
般
社
団
法

人
日
本
種
鶏
孵
卵
協
会
に
お
い
て
は
、
ふ

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
執
筆
再
開
か
ら

２
年
目
に
な
る
が
、
今
回
も
Ａ
Ｗ
に
関
す

る
最
近
の
話
題
を
提
供
し
た
い
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-
19
は
、
２
０
２
３
年
５

月
か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症

（
い
わ
ゆ
る
２
類
相
当
）
か
ら
５
類
感
染

症
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
（
資

料
１
）
は
世
界
各
地
で
の
発
生
・
検
出
報

告
が
未
だ
続
い
て
い
る
も
の
の
、
昨
シ
ー

ズ
ン
の
国
内
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
発
生
例
数
は
11
事

例
、
殺
処
分
羽
数
は
約
86
万
羽
と
急
減
し

た
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
哺
乳
動
物
へ
の

感
染
報
告
が
米
国
を
中
心
に
増
え
つ
つ
あ

る
こ
と
は
大
き
な
懸
念
事
項
で
あ
る
。

１
．
は
じ
め
に

　

筆
者
は
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
（
Ａ

Ｗ
）
が
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
）
由
来
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

対
す
る
基
本
的
予
防
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
Ａ
Ｗ
に
つ
い
て
の
執
筆
は
、
年
に
約

２
回
ペ
ー
ス
で
１
９
９
８
年
１
月
か
ら

２
０
２
０
年
１
月
ま
で
行
っ
て
き
た
が
、

２
０
２
３
年
１
月
ま
で
約
３
年
間
休
ん

だ
。
そ
の
理
由
は
、
国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）

と
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
が
同
時
発
生
し
、
国
内
外
へ

の
出
張
行
動
が
制
限
さ
れ
、
Ａ
Ｗ
に
関
す

る
十
分
な
現
場
調
査
と
情
報
収
集
が
で
き
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げ
ま
す
」

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
よ
っ

て
、
養
鶏
業
界
に
お
け
る
Ａ
Ｗ
は
一
歩
前

進
し
た
と
い
え
る
。

３
．
国
際
獣
疫
事
務
局
（
Ｗ

Ｏ
Ａ
Ｈ
）
の
「
と
畜
時
の

Ａ
Ｗ
コ
ー
ド
」
改
定

　

Ａ
Ｗ
に
関
し
て
食
鳥
処
理
方
法
で
大
き

な
世
界
的
合
意
が
な
さ
れ
た
。す
な
わ
ち
、

Ｗ
Ｏ
Ａ
Ｈ
は
２
０
２
４
年
５
月
に
開
い
た

総
会
で
、
２
０
０
５
年
制
定
の
「
と
畜
時

の
Ａ
Ｗ
コ
ー
ド
」
を
改
定
し
、
フ
ロ
ン
ト

ス
タ
ナ
ー
を
必
須
と
す
る
コ
ー
ド
改
正
案

を
決
議
し
た
の
で
あ
る
。改
正
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
続
け
ら
れ
て
き
た
食
鳥
処
理
場

で
の
頸
椎
脱
臼
と
斬
首
は
機
械
的
な
ス
タ

ニ
ン
グ
と
し
て
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

電
気
水
槽
式
ス
タ
ニ
ン
グ
で
は
鶏
は
少
な

く
と
も
４
秒
間
の
電
流
を
受
け
る
べ
き
と

推
奨
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
議
案
に
対
し
、

タ
イ
は
総
会
で
反
対
し
、
中
国
は
棄
権
し

た
が
、
５
年
間
に
渡
っ
て
検
討
さ
れ
て
き

た
改
正
案
は
遂
に
採
決
さ
れ
た
。

　

公
表
さ
れ
た
２
０
２
４
年
の
第
91
回

国
Ｗ
Ｏ
Ａ
Ｈ
総
会
概
要
は
、https://

w
w
w
.m
aff.go.jp/j/syouan/kijun/

w
to-sps/attach/pdf/oie-79.pdf

に
、

頸
椎
脱
臼
と
斬
首
の
コ
ー
ド
か
ら
の
削
除

は
２
０
２
３
年
12
月
14
日
Ｗ
Ｏ
Ａ
Ｈ
第

２
回
連
絡
協
議
会
資
料https://w

w
w
.

m
aff .go.jp/j/syouan/kijun/w

to-sps/
oie/attach/pdf/oie7-186.pdf

（
見
え

消
し
）
の
１
９
６
頁
に
、
陸
生
動
物
衛
生

基
準
（
Ａ
Ｗ
コ
ー
ド
）
は
英
文
サ
イ
ト

https://w
w
w
.m
aff.go.jp/j/syouan/

kijun/w
to-sps/oie.htm

l

に
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
参
照
願
い
た
い
。

　

国
内
で
は
食
鳥
処
理
場
で
の
ス
タ
ニ
ン

グ
に
関
す
る
調
査
報
告
が
な
い
た
め
、
フ

ロ
ン
ト
ス
タ
ナ
ー
の
導
入
状
況
、
実
態
は

分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
業

界
は
各
省
庁
と
相
談
し
て
民
間
レ
ベ
ル
で

フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ナ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
工

場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
処
理
方
法
を
Ｗ
Ｏ
Ａ

Ｈ
コ
ー
ド
に
適
合
す
る
よ
う
に
変
え
て
い

く
し
か
な
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
今

回
の
決
定
が
今
後
、
鶏
肉
と
調
整
品
の
世

界
貿
易
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の

か
も
懸
念
事
項
で
あ
る
。

４
．
わ
が
国
の
Ａ
Ｗ
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　

２
０
２
３
年
７
月
26
日
に
農
林
水
産
省

畜
産
局
長
通
知
と
し
て
Ａ
Ｗ
に
関
す
る

畜
種
ご
と
の
新
た
な
指
針
（
飼
養
管
理

に
関
す
る
技
術
的
な
指
針
）
が
発
出
さ

れ
、国
の
Ａ
Ｗ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
で
き
た
。

資料１　ＨＰＡＩ発生の推移（出所：岩元利典獣医師の集計資料）

HPAI 発生・検出の推移　5/4 現在

死亡野鳥・
糞便・環境
試水・（飼
育鳥含む）

検出
地区
数

検出
例数：
糞便・
水込

死亡・
回収
野鳥
羽数

家きん類 全体 採卵鶏 ブロイラー 種鶏 ほか

検出亜型
検出亜型

発生
地区
数

発生
例数

処分
羽数
（万
羽）

発生
地区
数

発生
例数

処分
羽数
（万
羽）

発生
地区
数

発生
例数

処分
羽数
（万
羽）

発生
地区
数

発生
例数

処分
羽数
（万
羽）

発生
地区
数

発生
例数

処分
羽数
（万
羽）

2023(R5)
～ 2024 29 158 204 H5N1,6,5 2023(R5)

～ 2024 10 11 86 9 9 79.3 1 1 5.0 1 1 1.3 0 0 0.0 H5N1,6,5 24

2022(R4)
～ 2023 31 251 1637 H5N1 2022(R4)

～ 2023 26 84 1771 24 61 1654.0 10 11 95.6 1 1 2.4 9 11 18.8 H5N1 23

2021(R3)
～ 2022 8 107 924 H5N1・8 2021(R3)

～ 2022 12 25 189 7 12 127.5 5 6 56.9 2 2 3.9 3 5 0.7 H5N1 22

2020(R2)
～ 2021 18 58 1322 H5N8 2020(R2)

～ 2021 18 52 987 15 32 901.0 6 15 75.9 2 4 8.1 1 2 1.7 H5N8 21

2019(R1)
～ 2020 0 333 2019(R1)

～ 2020
2018(H30)
～ 2019 0 459 2018(H30)

～ 2019
2017(H29)
～ 2018 3 46 634 H5N6 2017(H29)

～ 2018 1 1 9 1 1 9.1 H5N6

2016(H28)
～ 2017 22 218 2434 H5N6 2016(H28)

～ 2017 9 12 167 6 7 128.5 1 2 29.0 1 1 7.0 1 2 2.3 H5N6

2014(H26)
～ 2015 6 12 H5N8 2014(H26)

～ 2015 4 5 35 1 1 19.9 2 2 11.5 2 2 3.7 H5N8

2013(H25)
～ 2014

2013(H25)
～ 2014 1 1 11 1 1 11.2 H5N8

2010(H22)
～ 2011 16 26 60 H5N1 2010(H22)

～ 2011 9 24 183 9 9 107.8 3 12 71.4 1 3 3.5 H5N1

2008(H20)
～ 2009 3

2006(H18)
～ 2007

2006(H18)
～ 2007 2 4 17 2 2 10.5 1 1 5.3 1 1 1.2 H5N1

2003(H15)
～ 2004

2003(H15)
～ 2004 3 4 27 2 2 26.0 1 1 1.5 1 1 0.0 H5N1
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２
０
２
４
年
に
は
、
農

林
水
産
省
は
Ａ
Ｗ
に
関

す
る
飼
養
管
理
指
針
の

取
組
状
況
に
つ
い
て
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実

施
す
る
と
し
て
い
る
。

６
月
28
日
に
は
、
本
格

的
調
査
に
先
立
ち
行
わ

れ
た
畜
種
別
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
集
計
結
果
が

同
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.m
aff.

go.jp/j/chikusan/
sinko/230726.htm

l

）

で
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　

公
表
さ
れ
た
ブ
ロ
イ

ラ
ー
Ａ
Ｗ
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
「
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の

飼
養
管
理
に
関
す
る
技

術
的
な
指
針
に
関
す
る

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
の

設
問
及
び
結
果
」
に
つ

い
て
、
筆
者
は
２
点
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。

一
つ
は
、
設
問
お
よ
び

結
果
の
７
頁
に
あ
る

「
本
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

を
用
い
て
定
期
的
に
現

状
の
飼
養
管
理
を
確
認

資料２　「ブロイラーの飼養管理に関する技術的な指針に関するチェックリストでの設問及び結果」の１２頁参考
　　　　（回答者の基本情報等）
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外
出
張
し
て
い
る
が
、
今
年
１
月
に

米
国
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
ア
ト
ラ
ン
タ

で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
２
０
２
４

（International P
roduction &

 
Processing Expo

）
に
参
加
し
た
際
、

一
番
印
象
に
残
っ
た
業
界
誌
記
事
が
あ

る
。
ワ
ッ
ト
・
ポ
ー
ト
リ
ー
Ｕ
Ｓ
Ａ
に「
家

き
ん
業
界
の
技
術
が
進
化
す
る
時
が
来

た
」
と
題
し
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ド
ウ
マ
ン

編
集
長
の
コ
メ
ン
ト
が
次
の
よ
う
に
掲
載

さ
れ
て
い
た
。

　
「
家
き
ん
農
場
で
デ
ー
タ
を
収
集
す
る

だ
け
で
も
は
や
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。デ
ー
タ
が
進
化
す
る
時
が
来
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
ポ
ー
ト
リ
ー
テ
ッ
ク
サ
ミ
ッ

ト
で
の
専
門
家
委
員
会
に
よ
る
と
、
将
来

的
な
技
術
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
と
七
面
鳥
の
健

康
と
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
改
善
す
る
た
め
に

農
場
作
業
者
が
使
用
で
き
る
よ
う
デ
ー
タ

を
集
め
て
分
析
し
、
役
に
立
つ
見
識
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
」

　

ア
ミ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
ズ
の
獣
医
師
、
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ
氏
は
「
経
験

豊
か
な
飼
育
者
は
、
鶏
舎
に
入
る
と
簡
単

に
鶏
の
挙
動
、
空
気
の
品
質
、
温
度
を
評

価
で
き
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
が
こ
の
よ
う
な

項
目
を
評
価
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、

シ
ス
テ
ム
が
鶏
舎
全
体
の
状
況
を
判
断
で

き
、
そ
れ
に
応
じ
て
調
整
で
き
る
人
間
以

し
て
い
ま
す
か
」
の
回
答
割
合
は
「
は
い
」

が
40
・
１
％
、「
い
い
え
」
が
59
・
９
％

と
な
っ
て
い
る
。
12
頁
に
あ
る
回
答
者
の

基
本
情
報
等
（
資
料
２
）
で
は
、
国
の
飼

養
管
理
指
針
発
出
を
知
っ
て
い
る
人
の
割

合
は
40
・
６
％
で
、
Ａ
Ｗ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
確
認
の
割
合
40
・
１
％
と
一
致
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
生
産
者
の
６
割
が
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
の
存
在
を
知
ら
ず
、
指
針
の
実

施
は
進
ん
で
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
鶏
の
輸
送
方
法
は
運
送

会
社
等
に
外
部
委
託
し
て
い
る
の
で
、
回

答
が
「
な
し
」
と
な
っ
て
い
る
点
だ
。「
な

し
」
の
回
答
は
「
い
い
え
」
の
設
問
結
果

と
な
り
、
輸
送
の
Ａ
Ｗ
に
関
し
て
マ
イ
ナ

ス
の
誤
解
を
与
え
る
。
次
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
設
問
は
外
部
委
託
業
者
を
含
む
回

答
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

筆
者
は
、
２
０
２
４
年
６
月
か
ら
２
年

間
の
任
期
で
公
益
社
団
法
人
畜
産
技
術
協

会
の
推
薦
で
二
期
目
の
意
見
交
換
会
委
員

を
務
め
る
。
８
月
７
日
に
開
催
予
定
の
意

見
交
換
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
改
め
て
本

誌
で
報
告
し
た
い
と
思
う
。

５
．
公
益
社
団
法
人
畜
産
技
術
協

会
の
Ａ
Ｗ
推
進
事
業

　

公
益
社
団
法
人
畜
産
技
術
協
会
は
、
令

和
５
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
の
２
年
間
、

Ａ
Ｗ
に
配
慮
し
た
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
養
管
理

普
及
推
進
事
業
を
開
始
し
た
。

　

会
議
資
料
に
よ
る
と
、事
業
目
的
は「
Ａ

Ｗ
に
配
慮
し
た
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
飼
養
管
理

に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
Ａ
Ｗ
の
考
え

方
や
対
応
事
例
等
の
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
飼
養
者
及
び
関
係
者
等
へ
の

Ａ
Ｗ
の
普
及
・
推
進
を
図
る
こ
と
」
と
あ

る
。
事
業
内
容
は
２
つ
あ
り
、
情
報
収
集

と
提
供
事
業
で
あ
る
。
情
報
収
集
は
、
国

内
に
お
け
る
鶏
の
Ａ
Ｗ
へ
の
対
応
状
況
や

先
進
的
な
事
例
等
を
把
握
す
る
た
め
の
調

査
を
行
う
と
と
も
に
、
海
外
に
お
け
る
鶏

の
Ａ
Ｗ
に
対
応
す
る
た
め
の
取
組
を
把
握

す
る
た
め
の
実
態
調
査
等
を
行
う
。
提
供

事
業
で
は
、
収
集
し
た
情
報
等
を
取
り
ま

と
め
て
Ａ
Ｗ
の
基
本
的
な
考
え
方
や
Ａ
Ｗ

に
配
慮
し
た
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
飼
養
管
理
の

事
例
等
を
広
く
普
及
す
る
た
め
の
勉
強
会

等
を
開
催
す
る
。

　

Ａ
Ｗ
を
広
く
普
及
す
る
た
め
に
、
生
産

者
か
ら
消
費
者
ま
で
参
加
で
き
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

６
．「
家
き
ん
業
界
の
技
術
が
進

化
す
る
時
が
来
た
」（
２
０
２
４

年
２
月
／
ワ
ッ
ト
・
ポ
ー
ト
リ
ー

Ｕ
Ｓ
Ａ
）

　

筆
者
は
40
年
前
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
海

上
に
優
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と

述
べ
て
い
る
。

　
「
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
労
働
者
不

足
の
状
況
を
変
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
状
況
が
変
わ
る
ま
で
は
忘
れ
な
い

よ
う
に
現
在
の
労
働
者
と
関
わ
り
を
持

ち
、
つ
な
が
り
を
持
っ
て
お
い
て
く
だ
さ

い
」。
家
畜
生
産
バ
タ
ー
ボ
ー
ル
の
専
務

理
事
で
あ
る
バ
ー
ナ
ン
・
フ
ェ
ル
ト
博
士

は
「
情
報
を
得
る
の
は
す
ば
ら
し
い
で
す

が
、
鶏
舎
に
い
る
人
間
を
ど
の
よ
う
に

動
機
付
け
て
、
も
っ
と
正
確
性
を
高
め
さ

せ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？　

収
集
さ
れ
た

デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
調
整
と
統
合

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
私
達
は
労
働

倫
理
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
直
面
し
ま
す
」
と

も
述
べ
て
い
る
。

　
「
こ
の
よ
う
な
進
ん
だ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
バ
イ
オ

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
よ
う
な
家
き
ん
業
界

の
他
の
問
題
も
解
決
で
き
る
よ
う
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
お
よ
び

七
面
鳥
鶏
舎
内
の
一
定
の
作
業
を
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
化
す
る
こ
と
で
、
鶏
舎
へ
の

出
入
り
を
最
少
に
抑
え
ら
れ
病
気
が
広
が

る
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
ま
す
」
と
ア
ニ
ト
ッ

ク
ス
社
栄
養
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
で
、
米
国
家
き
ん
獣
医
師
会
（
Ｄ

Ａ
Ｃ
Ｐ
Ｖ
）
メ
ン
バ
ー
の
エ
ン
リ
ケ
・
モ
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ン
テ
ィ
エ
ル
博
士
は
述
べ
て
い
る
。

７
．
ブ
ロ
イ
ラ
ー
指
針
第
１
の
１

に
あ
る
管
理
方
法
の
観
察
・
記
録

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
飼
養
管
理
に
関
す
る
技

術
的
な
指
針
に
基
づ
き
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
作
成
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
も
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
指
針
第
１
の

１
に
あ
る
管
理
方
法
の
観
察
・
記
録
は
、

指
針
で
は
【
実
施
が
推
奨
さ
れ
る
事
項

（should

）】
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。

　
「
鶏
の
健
康
状
態
、
疾
病
及
び
事
故
の

発
生
の
有
無
並
び
に
そ
の
原
因
、
死
亡
羽

数
、
羽
つ
つ
き
の
発
生
の
有
無
、
飼
料
の

給
与
量
又
は
摂
取
量
、
水
が
適
切
に
給
与

で
き
て
い
る
か
、
最
高
及
び
最
低
温
度
、

湿
度
等
を
毎
日
記
録
す
る
。１
日
当
た
り
、

１
週
間
当
た
り
及
び
累
積
の
死
亡
率
、
淘

汰
率
、
罹
患
率
及
び
生
産
成
績
は
、
予
期

さ
れ
る
範
囲
内
と
し
、
生
産
サ
イ
ク
ル
の

主
要
な
飼
養
管
理
の
機
会
等
に
応
じ
、
死

亡
率
、
疾
病
率
、
淘
汰
率
を
確
認
し
、
そ

の
増
減
の
原
因
、
治
療
の
内
容
等
と
と
も

に
定
期
的
に
記
録
す
る
。
記
録
す
る
項
目

は
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
上
の
問
題

を
生
じ
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
行
動
（
第

７
の
６
を
参
照
）が
見
ら
れ
る
場
合
等
は
、

状
況
に
応
じ
て
追
加
す
る
」

８
．
ま
と
め

　

筆
者
は
冒
頭
述
べ
た
通
り
、
Ａ
Ｗ
が
Ｈ

Ｐ
Ａ
Ｉ
由
来
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
す
る

基
本
的
予
防
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
本

年
に
は
い
わ
ゆ
る
哺
乳
動
物
へ
の
感
染
報

告
が
米
国
を
中
心
に
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と

は
大
き
な
懸
念
事
項
で
あ
る
。

　

業
界
で
は
、
Ａ
Ｗ
対
応
が
動
き
始
め
て

い
る
。
一
般
社
団
法
人
日
本
種
鶏
孵
卵
協

会
は
Ａ
Ｗ
の
観
点
か
ら
ふ
化
場
で
ガ
ス
を

用
い
た
雛
の
安
楽
死
手
法
を
推
奨
し
て
い

る
。
生
産
者
に
お
い
て
は
Ａ
Ｗ
に
関
す
る

取
組
は
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
飼
養
管
理
に
関

す
る
技
術
的
な
指
針
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
作
成
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

日
頃
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
指
針
に
あ
る
観
察
・

記
録
に
つ
い
て
は
自
動
化
等
の
整
備
投
資

も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
Ａ
Ｗ
を

広
く
普
及
す
る
た
め
に
、
生
産
者
か
ら
消

費
者
ま
で
参
加
で
き
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。


